
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

● 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ● 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

実証実験の最終年度となるため、検証委員会での議論を踏まえながら、今後の方向性について検討したい。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

想定よりも多いアーティスト個人・アーティスト団体への支援が実現した。採択事業者による他者・他分野へ
のネットワーク構築に係る動きが積極的であり、想定よりも大きな広がりとなった。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

- 40 71 110 150

↓

アウトカム
成果指標1

採択事業者が実施した取組における他分野を含む関係者数
（累計）

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

- 20 55 75 95

人工

指標

アウトプット
活動指標1

支援を受けたアーティスト等の数（累計） という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0.7 人工

令和7年度予算額 14,000 千円 うち特定財源 14,000 千円 正規職員業務量 1.1

正規職員業務量 0.7 人工

令和6年度決算額 12,374 千円 うち特定財源 10,000 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0.65 人工

令和6年度予算額 15,000 千円 うち特定財源 10,000 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

複数の中間支援団体等に補助を行うことを通じて、中間支援団体そのものが育ち増えていくことで、札幌におけるアートマネジ
メント機能が向上することを企図。その結果アーティストの活動の幅が広がることで、札幌市の文化基盤の底上げを図りたい。

他都市の状況

自治体が中間支援組織に対し補助を行う例はない。

市民参加の実施

令和5年度決算額 9,820 千円 うち特定財源 0

施策名 誰もが文化芸術に親しみ、創作や表現ができる環境が整い、多様な

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大をきっかけとして、市と文化芸術関係者等の間で意見交換を行うため「札幌文化芸術未
来会議」を設置。この会議で、コロナ禍におけるアーティストへの緊急支援と、中長期的な支援の両面から議論を重ねた結果、
中長期的な支援として、きめ細かなアーティスト支援（創作のプロセスやキャリアアップなども含めた支援＝伴走型支援）が必要
であり、加えて、社会＝異分野と文化芸術をつなぐアートマネージャーの育成が札幌市の文化芸術の振興にとって極めて重要
であると結論付けた。これを受け、令和４年度にモデル事業を、令和５年度に事業検証を実施。令和６年度からは実証実験とし
て、事業検証を行いながら補助事業を実施している。

事業内容
（何を実施し）

文化芸術の現場に深く関わることで、文化芸術団体とアーティストの現状やニーズをより詳細に把握している専門性に富んだ団
体や人材（＝中間支援団体等）を対象として札幌市が補助を行い、中間支援団体等がアーティストへのきめ細かな支援を行う
スキームで実施。補助の対象となる中間支援団体等の選定にあたっては「選定委員会」（外部委員４名、市職員１名）を、事業
全体の評価検証を目的とする「事業等評価検証委員会」（外部委員５名）を設置。
各団体の事業実施にあたっては、事務局による広報支援や、アドバイザー（外部有識者２名）による伴走支援を実施している。
令和６年度は、４０件の応募のうち６件が採択となった。

事業名 文化芸術創造活動支援費
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